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概要 

 このレポートでは､指定されたテーマに関して､消費者参加型開発という観点から知見を得る

ために､事例研究を行った｡主に扱った事例は株式会社ユニクロが行っている「UNIQLO UPDATE」

というサービスであり､消費者の意見が製品開発に影響しているという特徴があることがわかっ

た｡さらに、同社が実施している「MY UNIQLO」と「UNIQLO CUSTOMIZE」の二つのサービスについ

ても研究を行った。この事例から､UNIQLO UPDATE が成功する条件を、リードユーザーの確保と

消費者による開発の動機である 6つの要素（「期待経済利益」「楽しさ」「不満・不便の解消」「自

己効力感、名声・認知欲求」「互酬性および一般的交換」）に大別した｡特に消費者の要因につい

ては「不満・不便の解消」の影響が大きいと考えられる｡また現行のシステムでは「楽しさ」「名

声・認知欲求」「互酬性および一般的交換」については効果があまり期待できないと考え、消費

者がより参加できるようなシステム構築のための提言を行った。 
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1.はじめに 

このレポートでは消費者参加型開発を促進するための機能や仕組みを提案することを目的と

する｡2章では関連する先行研究についてまとめていく。3章では今回の事例研究の対象である

「UNIQLO UPDATE」の概要を説明し、4章で先行研究をもとにした分析と消費者参加型商品開発を

促進させるための提言を行う。 

 

2.先行研究 

この章では､消費者参加型開発に関する研究について､リードユーザー､アクティブ・コンシュー

マー、消費者による開発についての研究に大別して紹介する｡それらから得られた知見と事例研

究の方向性をまとめる｡ 

 

2.1リードユーザーについての研究 

von Hippel (1988) は、イノベーションの源泉となるようなユーザーをリードユーザー（lead 

user）と名付けた。Urban and von Hippel(1988)ではリードユーザーに新しいコンセプトを提案

させたところ他企業から高い評価を得たため、新製品のコンセプト開発におけるリードユーザ

ーの有用性が確認された。 

 

2.2 アクティブ・コンシューマーについての研究 

 濱岡(2001)は、消費者が「製品」をなんらかの「使用方法、用途」に用いると考えたとき、製

品の消費方法を「既存の製品のまま」「既存の製品を修正する」「新たな製品を創造する」という

3 つに分類、用途を「既存の用途を用いる」「新たな用途を見いだす」という 2 つに分類してい

る。これらを組み合わせると 6個のセルができ（表 1）、そのうち 5個を創造的消費としている。 

 

図表 1 創造的消費 

製品 用途 既存 用途創造 

既存 既存製品・既存用途 用途創造 

製品修正 製品修正・既存用途 製品修正・用途創造 

製品創造 製品創造・既存用途 製品創造・用途創造 

注）網掛け部分が創造的消費 

出所）濱岡（2001）より筆者作成 
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2.3 消費者による開発についての研究 

 濱岡､田中 (2007) は消費者による開発の動機として「期待経済利益」「楽しさ」「不満・不便

の解消」「自己効力感」「名声・認知欲求」「互酬性および一般的交換」の 6つを挙げている。 

 

2.3.1 期待経済利益 

 Von Hippel(1988)は、トラクターシャベルと科学計測機のイノベーションにおける研究で、イ

ノベーションによって得られると予測される利益が多いユーザーの方がイノベーションの源泉

となりやすいということを示した。 

 

2.3.2 楽しさ 

 Amabile(1983)は、外発的動機は創造性を低下させ、内発的動機は高めることを示し、創造プロ

セスの楽しさがイノベーションの増加に影響を与えていることを主張した。 

 

2.3.3 不便・不満の解消 

 Raymond(1998)は、消費者の創造はわずかな不便を解消するために自分で開発することがきっ

かけとなることを示している。さらに、創造的消費や消費者参加型商品開発サイトへのアイデア

投稿に関しても正の関係がある。 

 

2.3.4 自己効力感 

 濱岡、田中(2007)によると、自分の行動が与える効果が高いと考えるほど、消費者はその行動

をとる傾向がある。 

 

2.3.5 名声・認知欲求 

 Raymond(1998)によると、金銭的な見返りがない場合の開発の動機として、仲間に認められた

いからという欲求を挙げている。また、濱岡(2002)によると、認められていから創造するのでは

なく、創造したものを認めてもらうためにコミュニケーションをとる。 

 

2.3.6 互酬性および一般的交換 

 濱岡、田中(2007)によると、互酬性とは「以前、自分が他者からされたことを、今度は自分が

他者にしよう」という考えである。また一般的交換とは自分に直接利益を与えてくれるわけでは

ないが、自分も他者から利益を受けたため他者に対して利益となる行動をとることである。 

 

2.4 先行研究からの知見､課題と事例研究の方向 

 これらの先行研究から、消費者の中には、イノベーションの源泉となるリードユーザーがいる

こと、また、創造的消費を行い他者とコミュニケーションをとりながら製品の修正や新たな用途

の創造を行うアクティブ・コンシューマーが存在することが分かった。またこうした消費者がイ



5 

 

ノベーションを起こす動機は主に 6つに分けられることが理解できた。 

 以下に先行研究についてまとめた表を掲載する。（図表２） 

次章では､企業がユーザーイノベーションを製品やサービスの修正に生かすための機能や仕組

みについて、事例研究を通じて考察する｡ 

 

 

図表 2 先行研究のまとめ 

分類 著者名 概要 

リードユーザーについての

研究 

Von Hippel(1988) イノベーションの源泉とな

るユーザーを「リードユー

ザー」と名付けた。 

Urban、von Hippel(1988) リードユーザーによる製品

が高い評価を受けた。 

アクティブ・コンシューマ

ーについての研究 

濱岡(2002) 製品の消費方法を製品と用

途から６つに分け、そのう

ち５つを「創造的消費」と

している。「創造的消費」

を行う消費者のうち、他者

とコミュニケーションをと

る消費者をアクティブ・コ

ンシューマーと定義した。 

消費者による開発について

の研究 

濱岡、田中(2007) 消費者による開発・創造の

動機として「期待経済利

益」「楽しさ」「不満・不便

の解消」「自己効力感」「名

声・認知欲求」「互酬性お

よび一般的交換」があると

した。 
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3.「UNIQLO UPDATE」についての事例研究 

 この章ではユニクロの「UNIQLO UPDATE」の事例について紹介する。 

 

3.1 株式会社ファーストリテイリングの概要 

 まず株式会社ユニクロと、その持株会社である株式会社ファーストリテイリングについて年

表にまとめた。(図表 3) 株式会社ファーストリテイリングは山口県に本社を置く製造小売業者

で、1949 年柳井正雄氏によって創設された。世界的な衣料品企業を目指し積極的な海外進出及

び M＆Aを行うことでグループ拡大を続けている。2001年の海外進出以降、国外店舗数を増やし

ている。2014年期には 633だった海外店舗数も 2018年期には 1241店舗と倍近くに増えており、

特にアジアを中心に海外ユニクロ事業の店舗網の拡大を行いつつある。元々、ユニクロとはファ

ーストリテイリングの代表的ブランドであったが、2005 年に衣料品の製造・小売に関する営業

のために株式会社ユニクロが吸収分割され誕生した。 

 

図表 3 株式会社ファーストリテイリングに関する年表 

年月日 概要 

1946 年 10

月 20 日 

柳井正雄氏が前身となる小郡商事を創業 

1963 年 法人化し、小郡商事株式会社を設立 

1984 年 広島市に「ユニーク・クロージング・ウエアハウス」（略称・ユニク

ロ）を開店 

1986 年 山口市にフランチャイズ型 1号店を開店 

1991 年 9 月 株式会社ファーストリテイリングに社名を変更 

1992 年 業態変更を行い、全店を「ユニクロ」に統一 

1996 年 商品開発体制の充実のために東事務所を開設 

1997 年 4 月 東京証券取引所二部上場 

1998 年 11 月 首都圏初となる都心型店舗（原宿店）を開店 

2001 年 イギリス・ロンドンに 4店舗開店（海外進出） 

2005 年 11 月 会社分割により持株会社化 

株式会社ユニクロが誕生 

2006 年 3 月 株式会社ジーユーを設立 

2013 年 9 月 一部店舗にて刺繍などが行えるカスタマイズサービス「MY UNIQLO」が

開始 

2014 年 3 月 香港証券取引所に上場 

2017 年 9 月 「UNIQLO UPDATE」による製品の販売開始 

出所) 株式会社ファーストリテイリング HPを参考に筆者作成 

 



7 

 

3.2  UNIQLO UPDATEの製品開発について 

3.2.1  UNIQLO UPDATEの概要 

 ユニクロは顧客からの意見やアンケートをもとに製品の改良及び開発を行っており、製品化

された商品についてはコーポレートサイト内の「UNIQLO UPDATE」というページで毎月 10種類前

後が紹介されている。(図表 4) サービスは 2017年 9月から開始され、これまでに 119の商品が

製品化されている。（2019年 4月 4日現在） 

 

 

図表 4 ユニクロアップデート トップページ 

 

出所)ユニクロ HP (https://www.uniqlo.com/jp/update/ 2019 年 4 月 14 日アクセス) 

 

 

3.2.2  UNIQLO UPDATEによる製品開発の流れ 

 ユニクロは会員登録を行うことで商品の情報や割引を受けることができる。会員登録を

行うと、消費者は自身の購買履歴をユニクロが提供するアプリまたはウェブから確認する

ことができ、購入した製品についての意見を投稿することができる。また、コメントを投稿

している、かつアプリを利用している顧客に対して無料商品モニターの募集の案内を行っ

ており(図表 5)、ユーザーからのフィードバックを獲得している。 

 

 

 

 

 

https://www.uniqlo.com/jp/update/


8 

 

図表 5 商品モニター募集 

 

出所)ユニクロ HP (https://www.uniqlo.com/jp/membership/pc/ 2019 年 4 月 14 日アクセス) 

 

 さらにユニクロは、会員登録を行った顧客に対してメールまたはアプリの通知で商品や店舗

に関するアンケートや、顧客同士が意見を交わす座談会の募集を行っている。 

ユニクロはこのように様々な手段で顧客の意見を集めており、そうした情報をもとに製品の

改良、開発を行っている。 

 

 

3.2.3 実際に行われた製品開発の一例 

今回は実際に製品化され紹介されている製品の中から 2つを取り上げる。 

まず 2018年 8月に販売された「MEN/WOMEN EZYジーンズ」を例として挙げる。(図表 6)この商

品はデニム地と履きやすさを同時に実現させるため、ウエスト部分をリブという伸縮性のある

ゴム編みにしていた。しかし改良以前はゴム状であることがはっきりと分かってしまったため

「トップスをインすると、背中のリブがださめ…おしい。（40 代・女性）」といった意見が寄せ

られた。（図表 7）そこでユニクロはリブを内側のみにすることで外からは分からないようにす

るなど製品デザインの改良を行い(図表 8)、再評価を得た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.uniqlo.com/jp/membership/pc/
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図表 6 EZY ジーンズの改良前後の比較画像 

 

出所)ユニクロ HP(https://www.uniqlo.com/jp/update/item/57/ 2019 年 4 月 14 日アクセス) 

 

図表 7 消費者からの意見 

 

出所)ユニクロ HP(https://www.uniqlo.com/jp/update/item/57/ 2019 年 4 月 14 日アクセス) 

 

図表 8 具体的な製品改良の内容 

 

出所)ユニクロ HP(https://www.uniqlo.com/jp/update/item/57/ 2019 年 4 月 14 日アクセス) 

https://www.uniqlo.com/jp/update/item/57/
https://www.uniqlo.com/jp/update/item/57/
https://www.uniqlo.com/jp/update/item/57/
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2 つ目に取り上げるのは 2019 年 3 月に発売された「カラーステイスリムフィットジーン

ズ」である。この商品は「ジーンズ好きだけど、鞄や靴に色移りしないか心配です。(30 代・

男性)」という消費者の意見(図表 9)から開発された商品である。染料を工夫することによっ

てこの消費者の不満を解消することに成功した。(図表 10) 

 

図表 9 消費者からの意見 

 

出所)ユニクロ HP(https://www.uniqlo.com/jp/update/item/109/#detail 2019 年 4 月 14 日ア

クセス) 

 

図表 10 製品改良の内容 

 

出所）ユニクロ HP（https://www.uniqlo.com/jp/update/item/109/#detail 2019 年 4 月 14 日

アクセス） 

 

 

 

 

https://www.uniqlo.com/jp/update/item/109/#detail
https://www.uniqlo.com/jp/update/item/109/#detail
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3.3 事例比較1 

 ここでは同じく株式会社ユニクロが行っているカスタマイズサービスである「MY 

UNIQLO」と「UNIQLO CUSTOMIZE」の二つを紹介し、UNIQLO UPDATEとの比較を行

う。 

 

3.3.1 「MY UNIQLO」の概要 

ユニクロは 2013 年 9 月から、「デコレーション」と「お直しサービス」によってオリジ

ナルな 1 点ものを作ることができるカスタマイズサービス「MY UNIQLO」を都内三店舗

限定で開始した。2019 年 4 月現在では国内十店舗でこのサービスを提供している。このサ

ービスは、消費者が 170 種類以上のデコレーション用の部材から好きなものを選び、デザ

インや加工方法を決めたうえでユニクロに委託し、ユニクロが加工を行う「デコレーション」

と、消費者の体格に合わせてシャツなどの丈や幅を調節する「お直しサービス」の二つによ

って構成されている。 

現在ではサービス内容が変更され、「デコレーション」サービスがなくなり、新たに「刺

繍」「スキャンカット」の 2 つのサービスが追加された。「刺繍」では、文字や顧客が用意し

たイラストの刺繍が可能である。「スキャンカット」では手書きのイラストの転写シートの

作成が可能であり、それがプリントされたオリジナルの衣服を作ることができる。また各サ

ービスにおいてデザインなどで迷った際も、専門知識をもつユニクロスタッフにその場で

相談することができる。 

 

 3.3.2 「UNIQLO CUSTOMIZE」の概要 

 ユニクロのオンラインストアでは、MY UNIQLO における刺繍サービスや、顧客オリジ

ナルのデザインがプリントされた衣服を Web から簡単にオーダーできる「UNIQLO 

CUSTOMIZE」というサービスを実施している。このサービスではまずシャツやパーカー

などといったデザインのベースとなる商品を選択し、その後刺繍またはプリントするデザ

インを考えていく。また、作成したデザインを共有するための URL が発行されるため、

仲間と意見交換を行ったり、SNS 上で公開したりすることもできる。 

 

 

  

                                                   
1 事例については鈴木(2014)を参照しまとめた 
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4.考察 

 本研究では、消費者参加型開発を促進するための機能を明らかにするために、2 章では関

連する先行研究について調査し、3 章では事例研究を行った。この章では、これらを踏まえ

て考察する。 

 

4.1 先行研究から見る事例の分析 

 ここでは UNIQLO UPDATEの提供する機能と仕組みについて、先行研究から得た観点をもと

に分析し、表にまとめた。(図表 11) 

 

4.1.1 リードユーザーについての研究 

 ユニクロは、商品に対してコメントを行い、ユニクロアプリを利用している消費者に対

してアンケートや座談会の募集を行っている。この仕組みはユニクロに対してロイヤルテ

ィの高い顧客を効率的に集めることができると考え、彼らを商品開発過程に取り込むこと

でリードユーザーを獲得できていると考えた。 

 

4.1.2 創造的消費から見た分析 

  UNIQLO UPDATEによって提供される製品は衣料品という性質上、新たな用途創造が起き

にくい。一方で、素材やデザイン面での多様性は大きく、既存用途・製品修正の創造的消費

が発生しやすいため、多くの製品の改良が可能であると考えた。 

 

4.1.3 消費者による開発の研究から見た分析 

 先行研究で記述した、消費者による開発の動機とされる 6つの項目についてそれぞれ分析

していく。 

①期待経済利益 

購入した商品についてのコメントした消費者の中から、無料商品モニターが選ばれる。する

と新製品を無料で試すことができるため、期待経済利益を期待できる。 

 

②楽しさ 

UNIQLO UPDATEの仕組みでは、購入した商品の短所を企業に提供するのみなので、消費者

の楽しみについては期待できない。 

 

③不便・不満の解消 

 商品の短所や改善してほしい箇所をアプリやウェブで容易にユニクロへ伝えることがで

きるため、大いに期待できる。 

 

 



13 

 

④自己効力感 

意見を寄せた特定の個人へ通知などが届くわけではないが、UNIQLO UPDATEの製品紹介ペ

ージでは、改良された商品が消費者からの意見とともに紹介される。よってすべての場合で

満たされるわけではないが、一部では自己効力感が認められる。 

 

⑤名声・認知欲求 

 ④の自己効力感による分析でも述べたが、コメントした特定の個人へ通知がされるわけ

ではないので、他の消費者参加型商品開発のサイトと比較すると、名声・認知欲求の効果は

限定される。しかし、自身の意見と同様の改良がされた製品が販売された場合においては大

きな効果が期待できる。 

 

⑥互酬性および一般的交換 

 この仕組みは消費者と企業との間の 1 対 1 の対話によって成り立っているため、他者か

らの利益が感知しづらい。よって互酬性および一般的交換の効果は期待できない。 

 

図表 11 先行研究から見る事例の分析 

評価 要因

○ りードユーザーを確保する仕組みが確立されている

○
素材やデザイン面での多様性は大きく、既存用途・製品修正の

創造的消費が発生する

消費者による開発

についての研究
期待経済利益 ○ コメントを投稿することによって無料商品モニターに選ばれる

楽しさ × 購入した製品の短所を企業に提供する

不便不満の解消 ◎ アプリやWEBから簡単に要望を伝えることができる

自己効力感 △ 改良された商品とともにコメントが紹介される

名声認知欲求 △
コメントを投稿した特定の個人への通知わけではないため、効果は

限定される

互酬性および一般的交換 ×
消費者と企業の1対1の対話によって成り立っているため、

他者からの利益が感知しずらい

先行研究

リードユーザーについての研究

創造的消費についての研究

 

＊）◎：特に効果が期待できる 〇：効果が期待できる △：一部効果が期待できる 

×：効果は期待できない 

 

4.2 事例比較からみた分析 

 今回はユニクロが提供する 3つのサービスについて比較を行った。「MY UNIQLO」では消費

者自身がデザインを行う「楽しさ」に焦点を当ており、「UNIQLO CUSTOMIZE」ではそれらを

Web 上からでもできるようにすることでユーザーがより利用しやすいようになっている。一

方、「UNIQLO UPDATE」では「不平・不満の解消」を目的とし、前述の 2つのサービスとは異

なる役割を担っていると考えた。このように、これらのサービスは性質が異なるものの、互

いに不足しているものを補完して顧客のニーズに応えていると考えた。 
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 以下にそれぞれの評価と概要について表にまとめた。(図表 12) 

 

図表 12 事例比較の評価と概要のまとめ 

分類

ユニクロ

アップ

デート

評価 評価 概要 評価 概要

りードユーザー〇 〇 消費者自身がデザインできる 〇 消費者自身がデザインできる

期待経済利益 〇 ×
カスタマイズを目的としてお

り、利益は発生しない
〇

顧客のニーズに合致したデザ

インの製品を作ることができ

る

楽しさ △ 〇
多様な部材を用いてカスタマ

イズすることができる
〇

友人と協力して好きなデザイ

ンで作ることができる

不便・不満の

解消
◎ 〇

「お直しサービス」によって

細かな調整ができる
△

他者と被らないとう欲求を満

たすことができる

自己効力感 △ ×

自分の購入した商品のカスタ

マイズなので、他に与える影

響は小さい

〇

自身のアイデアが製品化され

る

サイトで紹介される

名声・認知

欲求
△ ×

自分の購入した商品のカスタ

マイズなので、効果は小さい
〇 サイトで紹介される

互酬性および

一般的交換
× △

ユニクロスタッフと相談する

こともあるため、一部効果は

認められる

△
仲間との共同作業で多少影響

がある

MY UNIQLO UNIQLO CUSTOMIZE

 

＊）◎：特に効果が期待できる 〇：効果が期待できる △：一部効果が期待できる 

×：効果は期待できない 

 

 

4.3 消費者参加型商品開発を促進させるための提言 

4.1で行った先行研究から見た分析によって、現行の UNIQLO UPDATEの仕組みでは「楽し

さ」「名声・認知欲求」「互酬性および一般的交換」の 3点の効果が期待できないと考えたた

め、その改善策を検討する。 

 まず私が提案するのは、企業がリードユーザー同士で議論する場を設けることである。現

在はユニクロへのロイヤルティの高い消費者のみでの座談会が行われているようであるが、

Web 上などより容易に議論を行える場も設けてよいのではないかと考えた。そうした議論に

参加することによって、他者と交流を図る「楽しさ」を得られると考えた。また議論の場で

は他者からの意見に対して質問や補足、意見交換が行われるため、「互酬性および一般的交



15 

 

換」も他者との協力という形で満たされると考えた。Web上での議論は制御が難しいなどの

問題があるとの考えもあるが、ルールの設定や、テーマを定めそのことについての議論に限

定するなどによって、ある程度回避できると考えた。 

 次に提案するのは SNS の利用である。現在ユニクロは複数の SNS で公式アカウントを持

っており、Twitter には約 61.4万人、インスタグラムには約 190 万人のフォロワーがいる。

どちらの SNS でもセールや新製品の情報の広告が主な用途となっているが、アンケート形

式などの気軽に回答できるものを利用することで消費者の意見を取り入れることが容易に

なると考えた。SNS日常的に娯楽として利用されることも多く、その中で行われるアンケー

トであればユーザーも抵抗感を持つことなく回答でき、なおかつ楽しみながらできると考

えた。 

 消費者による開発の動機となる「名声・認知欲求」については、特定の個人の意見が採用

されるわけではないので、一般的な消費者が「UNIQLO UPDATE」の仕組みでこの動機を満た

すのは困難であると考えた。 

 

4.4 おわりに 

 本レポートでは消費者参加型商品開発という観点から見地を得るためにユニクロの

「UNIQLO UPDATE」について研究を行った。まず二章にて「リードユーザー」、「アクティブコ

ンシューマー」、「消費者による開発の動機」に関する先行研究のまとめを行い、三章では「ユ

ニクロアップデート」の事例研究および、同社が行う「MY UNIQLO」・「UNIQLO CUSTOMIZE」

の二つのサービスとの事例比較を行った。そして四章にて考察と消費者参加型開発を促進

させるための提言を行った。 

今回、「UNIQLO UPDATE」というサービスについて研究を行ったが、その製品開発過程は不

透明なままであった。それにより実際に送られた意見の総数や、売り上げの変化などの定量

的なデータを得ることができず、客観的な分析ができなかったことは今後の課題である。ま

た今回はユニクロが提供する３つの事例研究にとどまってしまったため、他企業が実施し

ている同様の事例と比較を行うことでさらなる知見が得られると考えた。 

 ユニクロは今日の日本を代表するカジュアルウェアブランドの一つとして成長しており、

その研究は日本の衣料品業界の成長を予測する際に有用であると考え、今後も研究を行っ

ていきたい。 
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